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研究の内容
生体内で脂質代謝と関連の深い脂質分解酵
素（リパーゼ）は、酵素周辺の疎水性を認識し
て不活性型から活性型にその分子構造が変
化し、機能を発揮する。この酵素特性を利用し
て、反応溶液に有機溶媒や乳化剤を添加し、
酵素周辺の環境を人為的に変化させることで、
エステル合成や脂質の加水分解を効率的に
行うことができた。

クローズ型リパーゼ オープン型リパーゼ
（不活性型） （活性型）技術の特徴

構造脂質の導入 高感度な酵素活性 様々な反応系での酵素の利用
測定方法の確立
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水溶液 有機溶媒 有機溶媒
↓ ＋

複数の有機溶媒 修飾酵素
の組み合せ

油

油

水溶液 極性の高い ミシブルな溶液
有機溶媒

水溶液 エマルジョン溶液

反応系による反応特性変化の解析

合成反応

分解反応

効率的な利用法

乳化剤

今後の展開
１）種々の反応系での酵素の反応性の解析と比較
２）溶媒による酵素の人為的活性制御
３）工業的触媒としての酵素の用途拡大
４）有用エステル化合物の合成
５）機能性脂質の創出
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